
平成６年９月３０日

第72回日本細菌学会関東支部総会開催にあたって

総会長吉田孝人

浜松医科大学教授（微生物学教室）

第72回日本細菌学会関東支部総会を来る

11月１０日（木），１１日（金）に支部会股西端

の浜松で開催させて頂きます。折しも柳原保

武教授（静岡県立大・薬・微生物）が文部省

より国際交流資金をお受けになり「ライム病

(ポレリア感染症)」に関する国際共同研究を

実施する年で，本支部総会のサテライト国際

シンポジウム（11月１２日（土)，同じく遠鉄

ホテル・エンパイア）を設定，柳原世話人代

表の下，開催の運びとなりました。国際化の

時代，支部会の益々の発展を目ざし大変喜ば

しいことと島村支部長以下評議員会の先生方

も大賛成して下さり，さらに日本細菌学会も

共他して下さることになりました。

さて「細菌と生体の分子レベルでの相互関

係をさぐり，明日への治療・予防へ」という

大テーマの下に総会を開きます。序説に，教

育識座を４つ，分子レベルで生物活性の明確

な百日咳灘素，コレラ菌毒素；生体側で免疫

応答の主役でもあり，スーパー抗原としての

毒素が細胞膜とで反応する分子Ｔ細胞レセプ

ターと主要組織適合抗原(ＭＨＣクラスＩ，Ⅱ

抗原)を教育シンポジウムとして組みました。

シンポジウム１は現在最も注目を浴びてい

るスーパー抗原としての細菌毒素の病原性を

細胞表面の分子との相互反応と捉え，未知の

病因・病態の解明に「細菌性スーパー抗原を

めぐる基礎と臨床」としました。

シンポジウム２はまだ解明されていない細

胞内寄生細菌を取り上げ，宿主との関係を分

子レベルで解析し，治療・予防を可能にする

ことを目的とし｢細胞内寄生細菌と生体防御」

としました｡そのためにサイトカインの第一

人者新井賢一教授をシン訳ジストに参画して

いただき会員の皆々様と大いにご検討してい

ただきます。日本人は今，４人中１人が悪性

腫癌にかかり，錐病としての自己免疫病等々

が増加し，高齢化が進むことによる易感染宿

主の増加が問題になっております。また一

方，エイズウイルス感染と日和見感染はアジ

アの緊急課題の一つであります。

更に，ポレリア感染が世界で問題になり

｢ライム病｣が話題となっている中,国際共同

研究で来日なさるｎＷ、シャロン教授に特

別講演鰹AgeneticstructuraIanalysisof

Spirochetemotility'，をサテライト国際シン

ポジウムに先駆けてお願いしました。微生物

の神秘の世界を知るよき機会と期待していま

す。総会と国際シンポジウムで泊まりながら

交流を深め，満喫していだきたいとお待ち申

し上げて下ります。多数ご参加下さい。
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平成７～９年期支部評議員選挙を終えて

選挙管理委員会委員長

河野恵

山本友子(杏林大・医）（以上五十音順）の

14氏が当選と決定されました。先生方にはご

苦労をおかけしますが，平成７－９年期の日

本細菌学会関東支部評蟻員としてご活躍下さ

いますようお願い致します。なお，得票第１

位の方は39票を，第14位の方は15票を麺

得され，１票だけ痩得された方々は36人に

もおよびました。

今回は「日本細菌学会関東支部会則」およ

び「選挙細則」を改訂して２回目の選挙とい

うことで，ほとんどトラブルもなく順調に避

挙を終えることができました。今回の投票率

35.0％を過去３回の投票率，すなわち平成３

年(40.1％)，昭和63年(27.6％)，昭和60年

(36.6％）と比較すると，総じてあまり大きな

変動はなかったように思われます。今後の関

東支部のあり方を考える－資料となるかも知

れません。今回当選された14人中新人が８

人でした。これは関東支部の活性化に強い関

心を示して頂いた会員の皆様のご協力による

ものと思っております。本当にありがとうご

ざいました。今後とも活発な関東支部に育て

ていくため，ご協力をお願いいたします。

終わりに，本遇挙に当たっては，関東支部

幹事の昭和大学医学部戸田真佐子，薬学部江

川滴の両先生をはじめとして同大学細菌学教

室の諸先生に支部事務局として，また。大久

保幸枝会員（昭和大学・医）には開票当曰の

立会人として，大変お世話になりました。こ

こに厚く御礼申し上げます。

次期関東支部評鍛員選挙のための選挙管理

委員会は，五十嵐英夫,池田達夫，島田俊雄，

竹田多恵および私によって樹成されました。

実際の活動は下記によって平成６年６月２０

日から７月２５日に渡りました。

６月２０日（月）：有権者名簿に関する異騒申

し立て締め切り（必着）

６月２５日（土）：異護申し立てについての審

譲

７月１日（金）：訂正部分のみを記した名簿

補遺と投票用紙の発送

７月１６日（土）：投票締め切り（消印有効）

７月２２日（金）：投票用紙の受け取り（学会

事務センターより）

７月２３日（土）：開票作業と開票結果の支部

長への報告

７月２５日（月）：当選通知を当適者に発送

今回の選挙では，投票用紙発送総数1,388

通(正会員1,352通,学生会員36通)，うち受

取り人不明で返送された６の９通，したがっ

て1,379通が有権者に配布されました。これ

に対して，総投票数は483通で，投票35.0％

でした．開票結果は総投票数のうち，有効投

票：467票,白票：２票,無効票：１４票とい

う内訳でした。なお，締め切り後に到着した

投票はありませんでした。

開票得票の結果では,７３名の方が得票し，

新井俊彦（明治薬大)，池田達夫（帝京大・

医)，伊藤武（東京都立衛生研)，井上松久

(北里大・医)，伊磯部志津子（群馬大・医)，

内山竹彦(東京女子医大)，梅本俊夫(神奈川

歯科大)，大国寿士（日本医大・老人研)，奥

田克爾（東京歯科大)，川原一芳（北里研究

所)，近藤誠一（城西大・薬)，松浦基博（自

治医大)，宿前利郎（東京薬大)，
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ラムフオ

｢劇権型溶レン菌感染症の請題」

旭中央病院麻酔科

滴水可方

劇症型溶レン菌感染症（TSLS）はＡ群溶

レン菌感染により突発的なショック，多臓器

不全を合併する敗血症である。本疾患は米国

防疫センターの研究者らにより’92年に独立

した疾患として塑知され，診断基準案が提示

された。我々の施設では最近の２年間に１０

例のTSLＳ症例に避遇しているが，この８例

を失っている。自験例を検討すると全例が重

鯆な病態を呈したが，臨床所見および病理所

見は多彩であり，本疾患の全貌を把握するた

めには更に多くの症例の検討が必要である。

免疫抑制を来す基礎疾患を有す症例にＡ群溶

レン菌感染を起こすと，現在でも致命的な敗

血症を起こすが，ＴＳＬＳは特別な合併症を持

たぬ者に発病する点が重要である。ＴＳＬＳの

発症機序については不明な点が多い。自験例

の分離菌はＭ３型およびＡ型発赤毒素産生株

が多いが，３症例は同一菌株により家族内に

咽頭炎の集団発病が見られた。これらの所見

から特定株の関与は考えられず，菌および宿

主側双方に複数の発病因子が存在すると考え

られる。菌側因子として菌莱膜内Ｍ霞自冊の

増加による菌浸潤性冗進，プロテアーゼ活性

について検討が行なわれている。また宿主側

の因子として発熱毒素をスーパー抗原として

受容する個体や組織，特にプロテアーゼ親和

性を持つコラーゲンのサプタイプについて研

究が行なわれている。特に発熱騒素のスー

パー抗原作用は黄色ブドウ球菌によるtOxic

shocksyndrome，エルシニア感染症等の類

似病態を呈す他疾患との関連から興味が持た

れる。ＴＳＬＳは．94年５月に英国において

｢ヒト喰いバクテリア」と称してセンセー

ショナルに報道されたが,本邦では最近の１０

年間に約50例が確認された希な疾患であり，

二次発病も例外的であって．社会生活上本疾

患に罹患する危険性は無視できる。しかし症

例数が少ないことが本疾思を研究する障害と

なっております。疑わしい症例に皿遇された

ら御一報を要請します。

｢ＭＲＳＡの現状と今後の研究課題」

千葉大学医学部臨床検査医学

菅野治重

Methicillin-resistantSlnPhylococcu4s 

“7℃WＳ（MRSA)の流行は日本の医療にとっ

て大きな脅威であったが，1991年末に注射用

Vancomycin(VCM)が発売され，治療的に

は解決されてきた。1993年度の当院の

ＭＲＳＡの分離症例数は1991年度の約２／３

に減少したが，抗ＭＲＳＡ剤の使用ｍは，

ＶＣＭは１／２に，Arbekacin(ＡＢＫ)は１／５

に，大幅に減少しており，これはＭＲＳＡの

検出例に対し，医師がむやみに治療しない様

になってきたことによると思われる。この様

に大病院ではＭＲＳＡパニックは収束に向

かっている。しかしＭＲＳＡには未解決の問

題も多い。

まず臨床上の問題であるが，ＶＣＭは重症

例に対する治療効果が思わしくない。この理

由として，ＶＣＭは投与開始日における血清

中濃度が低い，効果が静菌的である，などの

問題があり，これが治療効果に反映した結果

と考えられる。このためＶＣＭの投与初期の

治療効果を高める研究が必要であり，併用療

法を中心に検討されている。併用療法では

VCMの腎灘性や高価格など，抗菌力以外の

問題も重要な因子となるため，併用の適応を

限定する必要がある。

次に耐性機構の問題である。ＭＲＳＡの主

要な耐性機樹は腕ＣＣＡ遺伝子に支配される

PeniciIIirl-bindingprotein(PBP)2,産生によ

る。しかし，ＭＲＳＡのＰＢＰ２,産生風とβ－

ラクタム系抗菌剤に対する耐性度が相関しな

い株が多く，PBP2，産生はＭＲＳＡの必要条

件ではあるが，高度耐性化にはこれ以外の因

子も関与している可能性が高い。特にcoa‐

guIasenegativestaphylococciにはＰＢＰ２,

産生凪が少なくともβ－ラクタム系抗菌剤に

高度耐性を示す株が多く，ＭＲＳＡ以上に複

雑な様相を示している。これらの問題は

ＭＲＳＡ感染症の治療剤に求められる特性を

考える上で重要であると思われる。
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｢下痢原性大腸菌研究の最前線」

順天堂大学医学部細菌学教室

山本達男

輿尤かが下痢因によって幼稚園児が死亡,築

団下痢症での溶血性尿毒症症候群(HUS)と

いう聞き慣れない名が電波にのって日本中を

にぎわせたのは平成２年のことであった。当

時我が国でこの病原体（腸管出、性大腸菌，

ＥＨＥＣ)を研究していたのは京都大学医学部

の竹田美文教授のみで，一部の専門家しか知

らない大腸菌下痢症の現状が問題にさえなっ

た。しかしこれは下痢原性大腸菌の本質にか

かわる問題とも思われる。ＥＨＥＣは1982年

に発見された４番目のカテゴリーの下痢原性

大腸菌で,1986年には５番目のカテゴリーで

ある腸管凝集付箱性大腸菌(EAggEC)が報

告された｡6番目の候補がすでにいくつか報告

されている｡下痢原性大腸菌の変遷は激しい。

下痢原住大腸菌による下痢惹起のメカニズ

ムは。腸管毒素産生，組織役人，そして細胞

骨格障害の３つに大別される傾向がある。ま

た,腸管粘膜への粘着性も璽要で,それぞれの

カテゴリーが特有の粘着因子をもっている。

粘着性に着目して下痢原住大腸菌を発見あ

るいは再評価しようという研究の流れがあ

る。1979年にCraviotoらによって開始され

たもので，成果はEAggECの発見となって

現れた。しかしこの発見には冴余曲折があ

り，発見当初の名前である腸管付着性大腸菌

(EAEC)が世界中のtextbookで使用されて

しまった。ＥＡＥＣはEAggECを含んだ複数

の粘着様式を示す不均一群を指すもので，現

在は雨死語同になっている。しかし，一方で，

細胞への粘瀞性を指標にして研究されている

すべての下痢症関連大腸菌をまとめて

ＥＡＥＣと呼んでしまう研究者もいる。混乱の

源には，常に，腸管病原性大腸菌(EPEC)が

大きく立ちはだかっている。この混乱の中か

ら，しかし，細胞骨格障害作用(attaching＆

effacing),新しい粘着様式(cIusteredadheT・

enceハアクチンカプセルの概念が明らかに

なった。この領域での当面の研究課題は

ＥＰＥＣを中心に，あるいはＥＰＥＣと関連して

動いていくと思われる。

｢緑臘菌との付き合い」

群馬大学医学部薬剤耐性菌実験施設

伊豫部志津子

緑眼菌感染症が注目され始めたのは，７０年

代のはじめであり，いわゆる日和見感染症と

よ（ざれ難治性であった。ほとんどの抗生剤が

緑腹菌には無効であった。80年代から現在に

至るまで，緑膿菌をターゲットとして，アミ

ノ配糖体剤，新キノロン剤，第三世代セフェ

ム剤など抗緑眼菌剤が次々と開発されたが，

緑眼菌はこれらの薬剤に容易に耐性化した。

一方，肺感染患者さんから分離した緑眼菌を

調べると，抗生剤に感受性であるにもかかわ

らず，薬は一向に効かず，抗生剤による治療

は無効という例が多くあった。

これらの問題を背景に，緑眼菌の薬剤耐性

化，病原性についての研究が進められてき

た。緑眼菌の耐性は第一には，その外膜のバ

リアーとしての特殊性にあり，薬剤の透過性

が大腸菌などに比べると悪い。抗緑膿菌剤に

耐性化した菌においては先ず外膜蛋白に変化

がみられ，薬剤の透過性が低くなっている。

第二には薬剤を水解または修飾する不活化酵

素の存在である。ある種のアミノ配糖体剤，

第一，第二世代のセフェム剤を不活化する酵

素は，染色体上の遺伝子にコードされてい

る。新アミノ配糖体剤，第三世代のセフニム

剤の不活化酵素をコードする遺伝子は，プラ

スミドという形で外から取り入れられる。耐

性j遺伝子の獲得と伝播は，トランスポゾンや

インテグロンの櫛造への組み込みによる。

遺伝学の主役である大腸菌とは異なる特有

なしくみがみえてくる。耐性化の週伝的機栂

にもそれがあった。

化学療法剤の開発がこれほど進んで来てい

るのに，何故緑膿薗感染症が難治性であるの

か。この疑問に答えるのは，現在，着々と明

らかになりつつある緑魑菌の菌学的特性であ

り，緑臘菌とその宿主としての生体とのから

みであり，興味深々というところである。こ

れ等の問題を解明しつつ，緑胆薗感染症研究

会はこの度29年目を迎えようとしている。
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集会案内

○第15回日本食品微生物学会

日時：平成６年11月10,11日（木，金）
場所：福岡勤労青少年文化センター〒814福岡市早良区西道２－３．１５

画092.851-4511

間合せ先：〒812福岡市東区箱崎6-10．１

九州大学農学部食糧化学工業科食品衛生化学講座波多野昌二
西092.632.1962

○第28回腸炎ピプリオシンポジウム
曰時：平成６年11月２５，２６日（金，土）

場所：昭和薬科大学〒194町田市東玉川学園3-3165缶0427.21-1511

間合せ先：〒194東京都町田市東玉川学園3-3165

昭和薬科大学微生物学研究室新井武利

冠0427.21-1551ＦＡＸ：0427-21.1588

○第３回腸内フローラ・シンポジウムー腸内フローラと腸内増殖一

日時：平成６年11月２９日（火）１０：３０～１７：１０

場所：ヤクルトホール

問合せ先：〒105東京都港区東新橋１．１‐１９

ヤクルト・バイオサイエンス研究財団sO3-3574-8986

o第29回緑眼菌感染症研究会

日時：平成７年１月１９，２０日（木，金）

場所：日本都市センター東京都千代田区平何町２－４－１ｓ03.3265-8211
演題締切：平成６年11月１２日

問合せ先：〒371前橋市昭和町3-39-22

群馬大学医学部薬剤酎性菌実験施設伊藤部志津子
冠0272-20-8085ＦＡＸ：0272.20.8088

○第６回日本臨床微生物学会

日時：平成７年１月２１，２２日（土，日）

場所：日本都市センター東京都千代田区平河町２－４．１缶033265-8211
演題締切：平成６年９月３０日

問合せ先：〒113東京都文京区本郷２－１‐１

順天堂大学医学部臨床病理学教室猪狩厚
EO3-3813-3111内線5187ＦＡＬ03.3813-0293

○第10回日本環境感染症学会総会

曰時：平成７年２月１８，１９日（土，日）
場所：倉敬市芸文館倉敬市中央１．１８．１ｓ086.434-0400
演題締切：平成６年11月５日

問合せ先：〒701.01倉敷市松島577

川崎医科大学呼吸器内科二木芳人

西O86-462-1111内線3614ＦＡＸ：086.463-6510

○第25回嫌気性菌感染症研究会

日時：平成７年２月２５日（土）

場所：順天堂大学有山記念館東京都文京区本郷２．１．１缶03.3813-3111
間合せ先：〒136東京都江東区大島６－８－５

東京都立江東病院松田静治

画03-3685-2166内線201ＦＡＸ：03-3683.1347

○第８回臨床微生物迅速診断研究会
日時：平成７年６月３日（土）

場所：名古屋市今池ガスピルホール名古屋市千種区今池１－８－８画052-732-3211
間合せ先：〒466名古屋市昭和区鶴舞町６５

名古屋大学病院検査部一山智

西O52-741-2111内線235ＦＡＸ：052733-2038

－５－ 



委員会活動総括

組織検討委員会
委員長笹川千尋

でした。棟々な意見がありましたが，どのよ

うにして，どう変えてゆきたいのか，その具

体的な中身と質が問われているように思いま

す。

次に日本細菌学会と総会に関する回答を以

下に示します。総会の現状に対しては，意見

が分かれました｡４３％の回答が現状満足と答

えています。またそれと全く同数が少し不満

足を回答し，現状否定の意見はわずか8％で

した。不満な点で目立つのは，シンポジウム

のマンネリ化と，総会全体の医学領域への偏

重で,100人中24人から指摘がありました。

さて－番肝心の学会活性化について，改善す

べき上位３点を順に挙げますと，学会誌，総

会，理事選挙となります。具体的には学会誌

の拡充化，総会発表内容の充実，鞄会運営の

創意工夫，あるいは理事選出方法等に厳しい

愈見が寄せられました。では総会の活性化の

中身として具体的に何を考えるかという問い

には，発表内容，討輪の充実，他領域との交

流，若手の登用，研究レベル向上が上位５つ

に並びましたが，その他様々な意見に別れ全

体のまとまりを欠いています。

最後に関東支部会と日本細菌学会の関係に

ついての問いには，約60％の回答がほぼ現

状を肯定していますが，その半数は本部との

関係を維持しつつも，関東支部独自のカラー

も強めるべきだと述べています。

以上がアンケートのまとめの概要ですが，

頂いた意見のなかには，既に学会で具体化さ

れつつあるものもあります。いずれにせよ学

会の活性化には，組織の見直しも常に必要で

すが，やはりその決めては会員一人一人の力

と努力で，それが全体として学会の活力を規

定していると思います。総会においては，・聴

衆を魅了する発表厨と。手ごわい聴衆・の緊

張関係こそが，目指すべき姿ではないでしょ

うか。最後にこの企画とまとめに特に御尽力

下さった，池田達夫先生に深謝いたします。

本委員会は，組織の見直しを通じて活力あ

る支部をつくり，究極的には細菌学会全体の

活性化を目標に，島村支部長のもとで３年間

活動を行ってきました。その締めくくりとし

て，本委員会では先日皆様に御配りしたアン

ケートを企画しました。そのアンケート結果

が今回まとまりましたので，御報告をもって

本委員会の活動報告に代えさせて頂きます．

アンケートでは35項目の質問を行いまし

た。学術委員会は支部総会の現状と支部の活

性化について，組織検討委員会は支部評議員

会と日本細菌学会について，そして編集委員

会は支部ニュースに関する質問を各々作成し

ました。アンケートは関東支部全会員にお送

りしましたが，193名の方からのみ回答を得

るに留まり（支部会員全体の約15％)，私共

の事前の努力と説明不足を反省しておりま

す。しかし頂いたアンケートから，大変建設

的かつ率直な提案，異議，あるいは激励を頂

くことができました。この場をお借りして，

ご協力に厚く御礼申し上げます。

さてここでは組織検討委員会の用意した質

問に対する回答をまとめてみますが，紙面の

関係上，細部にまでお伝えすることはできま

せん。貴画なご意見とデータ類は，次期評識

員会に資料として引継ぎ，具体的な成果と

なって役立つことを期待します。

まず評蟻貝会活動については，回答者の３

分の１が知っていると答えるに留まり,会員

全体にまだ活動がよく理解されていないよう

です。特に40代以下の会員にその傾向が強

くみられます。次に評議員の選挙では毎回投

票すると回答した人は約半数にのぼりました

が，実際の投票率の低さ（30％前後）から考

えますと，本アンケートの回答者に偏りがあ

ると思われます。支部長の現選挙制度は，半

数以上の人が現状でよいとしています。一方

評議員会活動に対する意見は，活動の理解度

が低いためか,２５名の意見しか得られません

－６－ 



学術集 会 委員会

委員長野沢龍扇

状では不適当な質問であった。懇親会につい

ての要望も回答なしが80％であった。親睦

のために行なう手段としては半数の方から回

答があり，学術ビデオの放映（61％)，スポー

ツ（12％)，遠足（7％）などであった。優秀

演題に賞を出す質問に対して95％の回答が

あり，賛成（53％)，反対（17％)，どちらで

も（24％）であった。これは私見ですが，国

際学会の演題募集パンフレットに優秀発表に

無料でパンジージャンプが出来る賞をだすと

いうのがあったが，こんな気楽な賞がでる総

会だと大変楽しいのではないでしょうか。最

後に，支部総会全般に対する意見を挙げてお

きます。

紙面の都合でグラフや表にまとめたものが

示せないのが残念であるが．また別の機会も

あるのではないかと思う。この資料を今後の

支部総会や評議員会で大いに参考にして頂け

れば幸いである。最後に，多数の会員の皆様

がアンケートに参加して頂いた事に深く感謝

します。

本委員会の活動はすでに前号のニュースで

報告した。先日のアンケートのうち，本委員

会の活動に関するものの集計を紹介する。約

1400通を発送して，193通の回答が寄せられ

た。その年齢は３０～５０代が７３％であった。

この方々は，細菌学会の他に感染症学会

(33％)，化学療法学会（20％)，生化学会

(16％)，免疫学会（13％)，農芸化学会

(12％)，分子生物学会（11％）など１～５つ

の学会に90％の方が所属している。その内，

関東支部総会は55％の方が３位以上にⅢ要

視している事が分かった。支部総会には67％

の方が時々参加しており，一度も参加した事

がない人は１４％であった。

参加の動機は半数の方がプログラムへの興

味であった。支部総会は現在春・秋２回開催

されているが現在のまま（46％)，１回でよい

(52％）とほぼ拮抗していた。開催形式は現在

シンポジウムと一般演題の両方とも行なわれ

ているが，このままの形式で良いが85％，変

更するが15％であった｡変更する場合,一般

演題は本部総会で発表し，支部総会はシンポ

ジウムだけで良いという意見もあった（１３

名)。

シンポジウムのテーマの決め方について，

現在のまま（総会長が決める）が42％，会員

から公募(26％)，評鍛員会の意見を取り入れ

るが31％であった。支部総会に期待するも

のでは，討論（40％)，独創性（34％)，親睦

(19％）の順で,独創性のある発表に対して熱

い討論がなされる姿を求める方が圧倒的で

あった。

その他の期待では，時間をかけた討議，若

手研究者の積極的な参加への期待，ワーク

ショップや勉強会，研究者の接触。交流の場
との意見もあった。

次に，総会のやり方などについての具体的

な質問についての回答であるが，過去の総会

の良かった点については66％が回答なしで

あった。２／３が時々しか出席していない現

｢支部総会の運営について」

・評議員会の活動が外部に見えていない。

・大学関係以外の製薬企業研究所や検杏室関

係の会員を呼び戻す企画が必要である。

・積極的に他学会との迎拠を計り，非会員が

参加しやすい環境を単備してはどうか。

・支部の運営は大学関係者および大きな研究

所関係者だけで運営している。

・会員の中には会社関係者も大勢いるので，

これらの人達も評議員会に出られるような

選挙を考えて欲しい。

・参加費の容易な値上げは認められない。

。－部の人によって迎営されている支部会に

は魅力がない。

・支部総会長は退駿記念のために選ばれてい

る雰囲気がある。

･支部総会の将来よりも個人の名誉欲に走る
傾向がある。

－７－ 



事業計画委員会

委員長辨野義己

本委員会は島村支部長のもとで新設された

委員会で，委員は井上松久，内山竹彦，金森

政人，北野繁雄の諸氏と私で織成されており

ます。本委員会の主な任務は会員の意見をも

とにしてこれからの支部における新規事業を

計画・提案することであります。なお，本委

員会の委員長は平成５年度より交代いたしま

した。今回の委員会では北野前委員長が出さ

れた事業計画案(支部ニュース第18号)や新

たに各委員より出された意見がまとめられま

した。以下のような提案がその内容です。①

鋼習会を開催して，会員の学術レベルの向上

を図り，出席者には証明智を出す。②研究費

の紹介や斡旋を行なうのもよい。③職の紹介

を行なう。④学会内で推進すべき研究テーマ

を211り，研究者を募集し,僅かでも研究費を

出す。⑤教育的要素を多く含んだ学会内容に

してみる。⑥共同研究を推進する橋渡し的役

割を持つ，などの意見が出されました。これ

らをいかに具体化させるか，道程は遠いよう

ですが，今回集計されました会員のアンケー

トをみましても，支部として様々な翫習会を

開催して，会員の学術レベルの向上に貢献し

て欲しいという強い意見があります。さら

に，支部会の目的として，会員の学術レベル

の向上を図り，研究・教育活動を支擾すると

あります。この目的にそって支部における新

規事業を実施することが大切であるとの認識

に立っております。会員が今，何を求めてい

るのか。また，将来の細菌学会，支部会のあ

りかたなどじっくり話し合う場を設ける必要

があるように思います。現状の枠に囚われる

ことなく，新しい試みも求められているよう

です。アメリカ細菌学会（ＡＳＭ）は年々盛

況と聞きます。分散型ではなく，その場に行

けばあらゆる細菌学の顔が見られるからで

しょうか。確かに，現在の学会に期待するの

は難しいかもしれませんが，将来の支部，総

会などの機能を考える上で示唆に富んだ内容

やシステムがあるものと思われます。

・日本細菌学会に入会すれば自動的にどこか

の支部会に入会するようになっている方式

をやめる。

・４０才以下の全員の発表論文を細菌学雑誌，

MicrobioLImmunoLの中から選び，Best

papersoftheyearを総会で表彰する。

｢支部総会の形式・企画について」

・支部総会の年２回開催は多い。

・支部総会はマンネリ化している。

・他学会と合同で開催する（親睦会も)。

・総会の発表内容が臨床細菌から次第に離れ

ていく傾向がある。

・本部総会のミニ版とならないように独自性

を出す。

.若い研究者が発表しやすい学会にする。

・参加しやすいムードを作って欲しい。

・応用研究分野の発表にも力を入れて欲し

い。

・地方から参加しやすいように，開悩日を

土・日にして欲しい。

・関東支部は大きいため本部総会との二画写

しを避ける意味で，違いを出すために解説

的教育の場にする。

・細菌学会は医畑蘭学会であるので，食品微

生物，農芸（発酵）微生物，公衆微生物，

抗生物質産生微生物などは別学会を作って

はどうか。

・一般的な細菌と医細菌を春総会，秋総会に

分けるのも良いのでは。

・年１回にして内容（テーマ）をしぼった方

式で行って欲しい。

・非会員が興味を持つようなプログラムを作

成，非会員の参加を増やす。また，プログ

ラムを他学会誌に掲賊してもらう。

・支部総会では顔触れも固定し，マンネリ化

の傾向が強くなっているので，それを打破

できるような独AII的シンポジウムや特別識

演が望ましい。

－８－ 



＜集会報告＞

第１０回「細菌の病原性とその分子生物学」

研究会が，平成６年７月２２日国立予防衛生

研究所共有第一会議室にて13時から１５時半

まで開催された（名簿に妃城した人は85名

であったが，実際は100名以上が席を埋めて

いた)。テーマとして病原性遺伝子の発現調

節_その感染にお耽る意嚢をめざして－と

題して､一般演題７題，特別識演１題が発表

された。一般演題は演者として30代の若い

人にお願いし，極々の菌の病原性に関与して

いる迫伝子の発現調節に関し，ｐＨ,ＣＯ２な

どの外界環境因子を感知し，それがどのよう

な発現調節につながっていくのかという道筋

につながる発表がなされ，活発なる討論を巻

き起こした。近い将来に感染の場における遺

伝子発現がテーマになることが期待された。

若い人たちが発表し活発なる討論をできる機

会が増えることによって細菌学関迎の活性化

も自ずと達成できると感じられた。特別識漬

として遺伝研の石浜明先生が「原核生物の転

写制御」と題して，大腸菌全体の転写の活性

化を質的および凪的に測定できる系の構築を

めざす研究を紹介され，聴衆全員がそのダイ

ナミックさに感嘆していた。

２．第７１回総会準備状況報告

吉田総会長よりflu伽状況報告。

日時：平成６年11月１０日（水），１１日（木）

会場：遠鉄ホテルエンパイア（浜名湖館山寺

温泉）

会費：一泊二食付きで，宿泊者は会費込みの

宿泊料金とする。

第一日目は一般演題，特別釧演，シンポ

ジウム１と評議員会，第二日目は一般演

題，シンポジウム２と会務総会を予定して

いる。

３．第73回，７４回総会長の選出

候補者を推薦し，その中から二名連記で

投票を行なった結果，新井俊彦氏（明治薬

科大学微生物学教室）および三瀬勝利氏

（国立衛生試験所）に決定した。

４．選挙管理委員の選出

選挙細則にのっとり支部長より委員長に

光岡氏が，委員に五十嵐氏，池田氏，島田

氏，竹田氏が推繭され承認された。光岡氏

欠席のため，後日交渉の結果，７月は学会

出張で不在とのことで委員長は河野氏に変

更となった。

５．小委員会報告

（１）縄集委員会

４つの委員会の３年間の総括および次期

委員への申し送りを含めて小委員会報告を

支部ニュースに掲載する。

（２）学術委員会

アンケートに関する件

（３）事業計画委員会

アンケートに関する件

（４）組織検討委員会

アンケートに関する件

６．第８回評蟻員会議事録の承認

７．その他

（１）柳原保武氏（静岡県立大）よりライム

病国際シンポジウムを関東支部の協賛

（サテライトシンポジウム）としてほし

いとの要望があり,討論の末，承認され

た。

（２）名誉／功労会員については次期評議員

会に申し送ることとなった。

（３）アンケートについて笹川氏より原案作

蟻事録

第９回評譲員会

日時：1994年１月２９日（金），１４時～17時

場所：昭和大学病院入院棟17階第二会議室

主席者：新井俊彦，五十嵐英夫，池田達夫，

井上松久，内山竹彦，岡村登，奥

田克爾，金森政人．河野患，笹川

千尋，島田俊雄，竹田多恵，植原宏

文，野沢髄嗣，辨野義己，吉田孝人

（第７２回総会長）島村忠勝（支部

長)，江川滴，戸田真佐子（幹事）

欠席者：伊豫部志津子,北野繁雄,黒坂公生，

餌純明，三上1m，光岡知足

議題：

１．第７１回総会準備状況報告

工藤総会長欠席のため，五十嵐氏より説

明。

－９－ 



＜人事消息＞

小沢敦先生東海大学医学部感染症学教室

を定年退職。名誉教授。

黒坂公生先生東京慈恵会医科大学臨床検査

医学を定年退職。名誉教授。

青木宙先牛東京水産大学資源育成学科遺

伝生化学鐡座教授に就任。宮崎大学農学部

水産衛生学講座教授より転任。

熊沢義雄先生北里大学理学部生体防御学識

座教授に就任。同大学薬学部生物薬品製造

学講座鱗師より昇任。

竹田美文先生国立国際医療センター研究所

長に就任。京都大学医学部微生物学鱗座教

授兼任。

成経過が鋭明され,討論・修正,第７１回

総会プログラムに同封して会員に送付す

ることになった。

第１０回評蟻員会

日時：1994年５月２１日（土)，１４時～17時

場所：昭和大学病院入院棟17階第二会畿室．

主席者：新井俊彦，五十嵐英夫，井上松久，

伊豫部志津子,内山竹彦,奥田克爾，

金森政人，黒坂公生，笹川千尋，島

田俊雄，竹田多恵，檀原宏文，餌

純明，野沢髄嗣，辨野義己,三上理，

光岡知足，吉田孝人（第７２回総会

長)，島村忠勝（支部長)，江川ＩＨＩ，

戸田真佐子（幹事）

欠席者：池田達夫，岡村登，北野繁雄，河

野恵

議題：

１．第７２回総会準備状況報告

プログラムは支部ニュースと一緒に９月

初めに発送予定。

２．会計監査員選出

支部長より黒坂氏と岡村氏が推薦され，

全員一致で承認された。

３．小委員会報告

（１）續築委員会新井委員長より支部ニュー

ス発行に関する醜明．新評職員選挙の結

果は特別号。

（２）学術委員会野沢委員長よりアンケート

の整理状況の報告。

（３）組織委員会

笹川委員長よりアンケート発送までの経

過について報告｡結果は支部ニュース第２２

号に掲載予定。

（４）事業計画委員会辨野委員長より支部の

今後の在り方をまとめるとの意向が示さ

れた。

４．その他

（１）第73回三瀬総会長よりシンポジウム

のテーマに関する評議員会の意見を伺い

たいとの要望があった。新旧評議員会ま

でに考えておくこととなった。

（２）アンケートは125通回収され整理中。

＜計報＞

田所一郎先生元横浜市立大学医学部教授

（75才)平成６年８月１５日急性心不全のた

め逝去

御自宅：〒248鎌倉市二階堂267-39

西0467.24-8946

◇編集後妃◇

今回はいよいよ最終の号となった。評蟻員

選挙報告，アンケートの集計，各小委員会の

活動報告が唾要な記事となった｡また,フォー

ラムには先端的研究愉報を４編も寄稿頂くこ

とができた。当縄集委員会が発行する全６回

の支部ニュースの最終を飾るものとして満足

な記事を集録できたと一同喜んでいる。当編

築委員会へのアンケート結果は，紙面の都合

で次号に褐蝋するが，本誌の存在価値を再認

識させてくれるご意見であった。（ＴＴＪ

日本細菌学会

関東支部ニュース

第22号

（19949.30） 

発行：日本細菌学会関東支部
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